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日医特定健康診査システムクラウド版
クライアント証明書自動更新について

初版 2020年10月28日



• 本資料は特定健診クラウド版 クライアント証明書自動更新機能をまとめたものです。

• クライアント証明書は有効期間が3年となっているため、更新が必要です。

• 自動更新機能は、自己のクライアント証明書を用いて、更新をおこなう仕様のため、期限
切れ前に更新をおこなう必要があります。

• 更新せず有効期限切れとなった場合、サービスが利用できなくなりますので、ご注意ください。
また、期限切れ後にクライアント証明書を更新する場合は、別途クライアント証明書を受取
りインストール作業が必要です。

日特クラウド クライアント証明書自動更新

2



日特クラウド クライアント証明書自動更新

3

• WEBブラウザ上で更新(Microsoft Edge、Google Chrome、Firefox、Safari 等)

–特定健診クラウド版にログインするだけで更新確認がおこなわれる

–有効期限が残り90日前となった場合、更新ダイアログが表示される

–画面の誘導に従うことで証明書および証明書のパスワードをダウンロード可能

–新しくダウンロードした証明書および証明書のパスワードをダブルクリックで実行し、インポートすることで更新が可
能

–更新後は、パソコン故障等による証明書紛失に備え、ダウンロードした証明書および証明書のパスワードを外部
媒体等、任意の場所にバックアップしておくこと



• 特定健診クラウド版 ログイン画面

日特クラウド クライアント証明書自動更新

4

特定健診クラウド版に接続後、
証明書の選択をおこない、
ログインしてください。



• 特定健診クラウド版 健診機関選択画面
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※健診機関が1つの場合、この画面は表示されません

健診機関が複数ある場合、
健診機関を選び、「選択」を
押下してください。



• 特定健診クラウド版 証明書の選択画面
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特定健診クラウド版に接続するときと
同様、証明書の選択画面が表示され
ますので、再度証明書を選択し、「OK」
してください。



• 特定健診クラウド版 証明書更新チェック画面
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証明書の更新が必要となる場合、
証明書更新チェック画面が表示され
ますので、そのまま「取得する」を選択
してください。



• 特定健診クラウド版 証明書更新確認画面
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クライアント証明の更新を開始します。
そのまま「開始する」を押下してください。



• 特定健診クラウド版 証明書保存画面
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「こちら」を押下すると証明書のダウン
ロードがおこなわれます。

証明書を任意の場所にバックアップし、
ダブルクリックで実行してインポートを
おこなってください。

「確認する」を押下すると証明書パスワード
が表示されます。

パスワードは証明書のインポートに利用し、
テキストファイル等に保存した後、証明書と
一緒に保存してください。

※ クライアント証明書のインポート詳細については下記URLの「電子証明書の設定」をご参照ください
https://www.orca.med.or.jp/tokutei/index.html#operation

https://www.orca.med.or.jp/tokutei/index.html#operation
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• 重要
–更新されたクライアント証明は必ずバックアップし、大切に保管してください

–クライアント証明書のパスワードは、下図赤枠の「コピーする」を押下してテキストファイルに貼り付けて保存し、
必ずクライアント証明と一緒に保管してください



• クライアント証明の更新およびインポート後

–再度特定健診クラウド版へ接続をおこない、正しくログインできることを確認してください。

–ログイン時、下記のように更新前、更新後の証明書がど同一名で表示されますが、どちらを選択しても問題あり
ません。
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• 特定健診クラウド版 補足1：手動における証明書の更新チェック
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画面右上のユーザーメニューより、
「証明書更新チェック」を押下することにより、手動で証明書の
更新チェックが可能です。



• 特定健診クラウド版 補足2：お使いのブラウザがFirefoxの場合
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お使いのブラウザがFirefoxの場合には、証明書をブラウザに登録する必要があります。
Firefoxを実行し、画面右上のメニューボタンより[オプション]を押下してください。



• 特定健診クラウド版 補足2：お使いのブラウザがFirefoxの場合
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画面左側のメニューより[プライバシーとセキュリティ]を選択し、「証明書を表示」を押下してください。



• 特定健診クラウド版 補足2：お使いのブラウザがFirefoxの場合
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[証明書マネージャー]が表示されますので、[あなたの証明書]を選択し、「インポート」を押下してください。



• 特定健診クラウド版 補足2：お使いのブラウザがFirefoxの場合
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インポートを押下することで、証明書を選択できる画面が表示されますので、ダウンロードした証明書を
選択してください。

選択後、下記のようにパスワードを入力する画面が表示されますので、テキストファイルに控えておいた
証明書のパスワードを入力して「OK」を押下することで証明書の登録は完了です。

※ クライアント証明書のインポート詳細については下記URLの「電子証明書の設定」をご参照ください
https://www.orca.med.or.jp/tokutei/index.html#operation

https://www.orca.med.or.jp/tokutei/index.html#operation


• 特定健診クラウド版 補足3：古い証明書(更新前の証明書)を削除したい場合
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証明書の更新をおこなうと、下図のように古い証明書、新しい証明書が同名で表示されます。

更新前の古い証明書は有効期間が過ぎることで利用できなくなりますので、必要に応じて削除してくだ
さい。



• 特定健診クラウド版 補足3：古い証明書(更新前の証明書)を削除したい場合
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コントロールパネルを開き、表示方法を「小さいアイコン」または「大き
いアイコン」に変更し、「インターネットオプションを」選択してください。



• 特定健診クラウド版 補足3：古い証明書(更新前の証明書)を削除したい場合
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インターネットオプションの画面が表示されるので、「コンテンツ」タブを開き、
「証明書」を選択してください。



• 特定健診クラウド版 補足3：古い証明書(更新前の証明書)を削除したい場合
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特定健診クラウド版へログインする際の証明書が表示されます。

有効期限が古いもの(=更新前のもの)を選択して「削除」してください。

※有効期限が新しい(=更新後のもの) を削除しないよう、じゅうぶんに注意してください



• 特定健診クラウド版 補足3：古い証明書(更新前の証明書)を削除したい場合
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作業完了後、画面を閉じていただき、特定健診クラウド版への接続確認をおこなってください。
特定健診クラウド版への接続時、下図のように選択する証明書が1つになっていることをご確認ください。


